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「川崎市立学校における教育の情報化推進計画（素案）」に対する意見募集実施結果について 

１ 概要 

「川崎市立学校における教育の情報化推進計画」（素案）は、平成 24年 3月に「川崎市教育の情報化推
進計画」（平成 24年３月）を発展させつつ、新たな時代の流れに対応するべく作成されたものであり、
教育の情報化に関する本市の今後 5年間の大きな方向性を示すものです。この素案に対し、教職員より
149件の意見をいただきました。意見の内容とそれに対する教育委員会の考え方は次の通りです。

２ 意見募集の概要 

題 名 「川崎市立学校における教育の情報化推進計画（素案）」について

意見の募集期間 平成 28年 12月 19日～平成 29年 1月 20日
意見の提出方法 サインズウェブのアンケート機能

意見の周知方法 ・文書配布

・校長会での説明

・サインズホームページ

結果の報告 サインズホーム―ページ

３ 結果の概要  

 意見提出数 149件

４ 意見の内容と対応 

 概ね「川崎市立学校における教育の情報化推進計画（素案）」の趣旨に沿った意見や要望、今後の参考

にする意見の他、より実効性の高いものとなる意見があったことから、一部の意見を反映し、「川崎市立

学校における教育の情報化推進計画」を策定します。

【意見に対する教育委員会の考え方の区分説明】 

Ａ 意見を踏まえ、案に反映させるもの 

Ｂ 案の趣旨に沿った意見であるもの 

Ｃ 趣旨を踏まえ、今後の参考とするもの 

Ｄ 案に対する意見・要望であり、案を説明・確認するもの 

Ｅ その他 
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【意見の件数と対応区分】 

項   目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

（１）本市の教育の情報化に関すること 1 1 2
（２）児童生徒の情報活用能力の育成、学習活動に関すること 2 36 38
（３）ICT環境の充実・機器整備に関すること 5 35 40
（４）ICT機器の管理手法に関すること 2 2
（５）学校ホームページに関すること 11 11
（６）教員の ICT活用指導力（研修含む）に関すること 1 32 2 35
（７）校務支援システムの活用、教員の負担軽減に関すること 7 7
（８）サポート体制の充実に関すること 9 9
（９）企業等との連携に関すること 2 2
（１０）情報化推進計画の継続的な見直し 1 1
（１１）その他 2 2
合計 3 106 40 0 0 149

具体的な意見の内容と教育委員会の考え方【詳細】 

（１） 本市の教育の情報化に関すること（２件） 

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

1 少しずつ普及していてとても良い。児童

も、学習の際に情報機材に慣れてきてい

るので、教育のさらなる情報化には賛成

です。 

複雑化・多様化する現代社会に必要な情報

活用能力の育成や ICT活用による指導手法
の多様化をいかした学びの質の改善に努め

てまいります。

Ｂ

2 子ども一人ひとりが容易に情報にアクセ

スできる環境がないと思う。

本計画にあるように校種に応じ、必要な時

にいつでも使える適切な機器の台数の検討

を行ってまいります。その上で、平成 29
年度に無線ＬＡＮ等の具体的な整備目標の

策定の際に、いただいたご意見を参考にし

てまいります。

Ｃ

（２）児童生徒の情報活用能力の育成、学習活動に関すること（３８件） 

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

3 小学校や中学校の生徒の実態に合わせた

チェックリストの作成をしていただきた

いです。

今後、中央教育審議会における学習指導要

領改訂の議論も加味しつつ、このチェック

リストを更新することにより、児童生徒に

身に付けさせるべき能力を改めて整理して

まいります。

Ｂ

4 具体的なパソコン操作、インターネット

の使い方、情報モラル、プログラミング

教育などについては、カリキュラムの中

のどの部分で実施していくのか具体的な

案を示して頂けるとより取り組みやすい

と思います。

市内全体で様々な教科や単元で情報活用能

力の育成を図ることができるよう、モデル

カリキュラムの開発を進めてまいります。

Ｂ



2017.1.31 

3 

（同趣旨の意見他２件）

5 児童生徒への ICTの基本的操作等につい
ては「情報活用能力の育成に向けた学習

活動一覧」を参考に、推進していくとい

いと思います。小学校の段階から、計画

的にＩＣＴの基本的操作を学習する時間

を作るとよいと思います。

（同趣旨の意見他４件）

情報活用能力を育成する土台として、ICT
の基本的な操作を位置付けるとともに、モ

デルカリキュラムの中に、ICTの基本的な
操作を習得するための時間を設けたり、効

果的な操作指導についての事例を収集した

りする等、児童生徒への ICTの基本的な操
作指導の充実を図ってまいります。

Ｂ

6 スマートフォン等が普及し、情報機器使

用の低年齢化が進んでいると感じてい

る。より一層重点的に情報モラル教育を

行うことが必要だと思う。外部講師の活

用が有効。

（同趣旨の意見他８件）

今後も、各校において、教職員、児童生徒

向けの情報モラル研修を実施するととも

に、川崎市ＰＴＡ連絡協議会やインターネ

ット問題連絡協議会等の諸会議において、

保護者・学校・関係機関で実施されている

情報モラル教育について情報交換を進めて

まいります。また、独自の教材（5分でわ
かる情報教育Q&A）や外部講師の紹介等
を通して啓発に努めてまいります。

Ｂ

7 50インチテレビや、タブレット、書画カ
メラ（実物投影機）の導入により、授業

のスタイルに変化が見られた。使ってみ

ると便利で活用できる場面も多い。

（同趣旨の意見他２件）

段階を踏んで整備を進め、各教科等におい

て ICTを活用した主体的・対話的で深い学
びの推進や個に応じた学習の充実につなが

るようにしてまいります。

Ｂ

8 より使いやすいデジタル教材を全市的に

使えるようになるといいと思います。ま

た、デジタル教科書を活用できると、指

導方法の幅が広がる気がするが現場での

購入が難しいです。

（同趣旨の意見他８件）

「教育情報化推進モデル校」でデジタル教

材を活用した効果的な指導手法を検討し、

全市に広めてまいります。「デジタル教科

書」については国の方針を見据えながら、

段階的に整備を進めてまいります。

Ｂ

9 素案にあるようにＩＣＴの活用事例を校

務用ネットワーク（SAINS-WEB）で共
有できるとよい。

（同趣旨の意見他５件）

単元計画や指導案を SAINS-Web（教員向
け情報共有Webページ）上で共有する
等、教員が手軽に閲覧できるような工夫を

図ります。

Ｂ

10 個人情報の取扱いについての許可がある

ならば、クラウドサービスを活用して自

宅における学習を推進したり、授業を欠

席した生徒に対して支援したりする等の

環境があると良いと考える

（同趣旨の意見他１件）

ご提案いただきました内容を踏まえ、教室

以外での学習や授業を欠席した児童生徒を

支援するためにオンライン学習が可能な環

境整備が今後ますます求められると考えて

おりますので、表現を改め案に反映させる

方向でおります。

Ａ

11 双方向・協働型ともに、教員の疑似体験

研修を用意して、学習形態の良さを実感

してもらうのはどうか。モデル校だけで

なく、全市的に行えるようになるとよ

い。

（同趣旨の意見他１件）

まずは、モデル校でこれらの学習を推進で

きる体制、その効果や指導上の留意点等を

検証したうえで、全市的に広めていけるよ

うに努めてまいります。教員の疑似体験が

行える研修についても検討してまいりま

す。

Ｂ
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（３）ICT環境の充実・機器整備に関すること（３９件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

12 校務用に関して，臨任・非常勤の先生方

の分や学校栄養職員，用務員の方の分が

不足している現状です。すべての職員に

１台ずつ配備が望ましいと思います。

（同趣旨の意見他４件）

校務用コンピュータは実際に作業をする教

職員の数に合わせた整備を検討してまいり

ます。

Ｂ

13 タブレット型パソコンをグループ１台で

はなく 40台配置していただきたいです。
40台だと一人一台使用できるため活用し
やすくなります。

（同趣旨の意見他７件）

本計画の中で、タブレット型パソコンの台

数については、「使用時に 1人 1台端末の
活用」を実現できるよう検討しますが、現

在約 10万人の児童生徒が在籍する本市の
実情に照らし、財政面についても考慮しつ

つ、校種に応じ、必要な時にいつでも使え

る適切な台数の検討を行った上で、平成 29
年度に無線LANや電源整備なども含め具
体的な整備目標を設けることとしていま

す。また、だれでも手軽に使え、わかる授

業の実現に効果的であり、かねてより教員

から要望の強かった実物投影機の常設化へ

向けてさらなる導入を検討するとしていま

す。いただいたご意見につきましては、今

後の整備の際の参考にさせていただきま

す。

Ｃ

14 アクセスポイント 3台では少ないです。
より使いやすい環境として無線LANのさ
らなる整備を求めます。

（同趣旨の意見他１８件）

15 各教室で実物投影機などがいつでも使え

るとありがたいです。

（同趣旨の意見他１件）

16 支援を必要とする児童生徒のために使い

やすいアプリが多いときいているタブレ

ットPCがよいと思うのですが。
（同趣旨の意見他１件）

ICTの整備に関しては、安価で耐久性があ
り長期継続契約が可能な機器を選定し整備

を進めております。いただいたご意見につ

きましては、今後の整備の際の参考にさせ

ていただきます。

Ｃ

17 平成 22年に配備された 50インチテレビ
の故障が校内で相次いでいます。全市的

に対応の必要があると思います。

50インチテレビにつきましては、教育委員
会事務局内で、今後の対応について検討を

進めてまいります。いただいたご意見につ

きましては、今後の検討の際の参考にさせ

ていただきます。

Ｃ

18 校内共有フォルダの構築がある学校とな

い学校がある。校務支援システムで共有

できる部分もできたが、校務分掌のデー

タ引き継ぎなど、どの学校にも校内共有

フォルダがあるといいと思う。

（同趣旨の意見他１件）

共有フォルダ（学校独自で構築したネット

ワークドライブ）のあり方につきまして

は、今後の校務支援システムの更新を検討

する中で課題として取り上げていく方向で

考えております。いただいたご意見につき

ましては、今後の整備の際の参考にさせて

いただきます。

Ｃ
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（４）ICT機器の管理手法に関すること（２件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

19 今後、さらにタブレット等の端末の台数

が増えていった場合、端末の管理や導入

されているアプリケーションソフトの管

理が大変になります。管理を容易にする

方法の検討が必要です。

（同趣旨の意見他１件）

ＩＰアドレス等の設定情報を一元的に整理

したり、ソフトウェア資産管理システム等

でライセンス等を効率的に管理したりする

方法を検討してまいります。

Ｂ

（５）学校ホームページに関すること（１１件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

20 開かれた学校は大切ではありますが、ホ

ームページを更新することは、機械操作

の得意ではない担当の大きな負担となっ

ています。また、多忙化に拍車をかける

ことになります。できるだけ簡単な方法

でホームページが更新できると助かりま

す。

（同趣旨の意見他９件）

学校からの積極的な情報発信は、学校の状

況を理解する上で貴重な情報源となり、地

域、保護者との連携を高めます。より効率

的・効果的にホームページ運用とより簡単

なホームページの更新のために、コンテン

ツマネジメントシステム（CMS）等の導入
を検討してまいります。

Ｂ

21 個人情報の取り扱いに気をつけながら、

積極的に情報発信すべきだと思います。

個人情報の取り扱いに気を付けた情報発信

について管理職をはじめ教職員への周知に

努め、積極的な情報発信を推進してまいり

ます。

Ｂ

（６）教員のICT活用指導力（研修含む）に関すること（３５件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

22 支援教育では、人数が少ない分、タブレ

ットＰＣなどの ICTが有効に活用できる
場面が多いので、活用を推進していきた

い。（同趣旨の意見他５件）

いわゆる「障害者差別解消法」により、全

ての学校で「合理的配慮」 が義務付けら

れました。ICTは、「合理的配慮」を実現
する極めて有効な手段の一つとして大きな

期待が寄せられています。これらを踏ま

え、支援教育における ICT環境の一層の充
実を検討してまいります。

Ｂ

23 校内の自主的な研修で、情報モラル教育

や ICT活用の実技研修を今後も計画的に
行っていきたいです。

（同趣旨の意見他６件）

校内での研修につながるよう、各種研修計

画を体系的に整理し、適切な研修の在り方

を検討し、新たな研修計画を立案してまい

ります。

Ｂ

24 総合教育センターの研修が、より重要に

なってくるので、今後も、効果的な研修

を行ってほしいです。

（同趣旨の意見他７件）

今後も計画的に「ICTを活用した授業力向
上研修」、「校長研修」等の各種研修を実施

し、ICT活用指導力の向上を図ってまいり
ます。

Ｂ

25 機器の準備をするのに時間がかかるの

で、サポートをする人材の必要性を感じ

機器トラブル等の対応につきましては、総

合サポートデスクの設置を検討してまいり

Ｂ
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る。機器に不慣れな人はなおさらそう感

じる。

（同趣旨の意見他５件）

ます。また、トラブルだけではなく ICTの
活用方法についても一元的に対応できるよ

うな体制の構築してまいります。

26 人を集めることなく、ICTを活用した研
修も考えるべきである。

6,000人を超える教員の ICT活用指導力に
関して、一定水準を保つことができるよ

う、教員それぞれの状況に応じてｅラーニ

ングも含めた研修のあり方を検討してまい

ります。

Ｂ

27 IDやパスワードの管理は非常に大切なの
で、情報セキュティの研修は確実に行っ

てほしい。

ご提案いただきました通り、情報セキュ

ティの研修は非常に重要だととらえており

ます。セキュリティ対策のさらなる徹底を

図るために表現を改め案に反映させる方向

でおります。

Ａ

28 若い人が増えている中で、情報セキュリテ

ィ・情報モラルに関する研修は充実させて

いきたいです。

（同趣旨の意見他３件）

情報セキュリティポリシーの徹底を図ると

ともに、教員向けの研修を実施し、情報セ

キュリティに関する意識のさらなる向上を

図ってまいります。

Ｂ

29 USB管理が難しいです・・・管理を徹底す
ると苦しくもなります。

（同趣旨の意見他１件）

可搬媒体（USBメモリ等）の管理・運用に
つきましては、情報セキュリティポリシー

を順守するよう周知しております。今後も

セキュリティポリシーの徹底を図るととも

に、本計画の各種事務事業の推進状況に応

じて情報セキュリティポリシーを見直し、

必要な改定を行うことも考えております。

いただいたご意見につきましては、今後の

改訂の際の参考にさせていただきます。

Ｃ

（７）校務支援システムの活用、教員の負担軽減に関すること（７件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

30 使いやすくなっているので、今後、改良

や運用の工夫をしながら活用していきた

いです。（同趣旨の意見２件）

校務支援システムの運用につきましては共

通ルールを設ける等、運用の効率化につき

まして改めて検証するとともに、システム

更新に向けた検討を進めてまいります。

Ｂ

31 紙とデジタルの併用なことが多々あるの

で、よりデジタル化に向けた運用を考え

てほしい。

（同趣旨の意見他１件）

32 便利であるが、操作に関しては、支援が

必要な時がある。その際には、コールセ

ンターが大変役に立っている。

総合サポートデスクを設置し、機器トラブ

ル、アプリケーションの不具合、ICTの活
用方法に至るまで一元的に対応できるよう

窓口の一本化を図ってまいります。

Ｂ

33 校務支援システムは、支援級への対応が 支援級の校務支援システム運用の効率化に Ｂ
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不親切な部分があります。 つきましては改めて検証するとともに、シ

ステム更新に向けた検討を進めてまいりま

す。

（８）サポート体制の充実に関すること（９件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

34 操作が不慣れな教員が多いため、情報担当

者の負担過重が問題になっています。研修

だけでなく ICT支援員や専門知識を持っ
た人材を現場に取り入れ、積極的にアドバ

イスを得られる環境にするべきだと思いま

す。

（同趣旨の意見他８件）

すべての教職員が ICTの使い方を理解でき
るように、研修だけではなく ICT支援体制
の在り方を検討したり、民間事業者と連携

してサポート体制の充実を図ったりしてま

いります。

Ｂ

（９）企業等との連携に関すること（２件）

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

35 モデル校や推進校だけでなく、全市的に

各校で企業や地域と連携ができるように

してほしい。（同趣旨の意見他１件）

本市では過去にも企業と共同実証研究を行

ったり、大学と連携して研究を推進したり

する等、各種の連携を図ってきました。今

後はこれを発展させ、共同実証研究を進め

たり、児童生徒向けに独自のコンテスト事

業を企画したりする等、企業や地域との連

携をさらに深めてまいります。

Ｂ

（１０）情報化推進計画の継続的な見直し（１件） 

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

36 教育の情報化推進計画は専門的な知見か

らの見直しは随時必要だと思います。

「情報化推進協議会」を中心にPDCAサイ
クルを循環させ、本計画の継続的な見直し

を図り、その都度最適な教育の情報化事務

事業が実施されるようにします。

Ｂ

（１１）その他（２件） 

番号 意見要旨 意見に対する教育委員会の考え 区分

37 児童生徒に個々にタブレットを貸与した

場合に管理をどうしていったらよいの

か。

ICT機器の管理・運用は、各学校で行って
おりますが、今後も、いつでも必要なとき

に使用できる機器やネットワークの整備、

体制づくりをし、安全安心な環境整備を進

めてまいります。いただいたご意見につき

ましては、今後の整備を進める際の参考に

させていただきます。

Ｃ

38 タブレットを使いやすく、なおかつ電源

管理も含め、合理的に収納管理する方法

が必要である。


